
 

 

 

 

 

 

 

 

教材教具の活用➀ 

～型はめ～ 
  



型はめ 

 

 机上学習でよく扱われる「型はめ」だが、「たかが型はめ、されど型はめ」と言われるぐらいとても奥深い。な

ぜ奥深いかというと、提示の仕方で難易度が大きく変わり、またＴ（教員）のねらいに沿って、「弁別の課題」か

ら「コミュニケーションの基礎課題」としても扱うことができるためである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１） パターン弁別：手で取った形を見てはめることができる。色や形などを「見分ける」学習。 

 

 ※活動中の子どもの動きに注意：試行錯誤しながら違うペグを入れようとしている場合（りんごにボールを入れよう
とする）、子どもは「運動的な手掛かり」で行っている。目で見分けながら洞察的
にはめている場合は「視覚的な手掛かり」で行っている。同じ教材でも後者の方
が子どもの発達段階が進んでいることが分かる。 

   ※二項関係：対面形式で行っているが、活動中は「教材とＳ（子ども）」の二項関係で行われている。 

 

 

２）対応弁別 ：提示された枠と目の前の複数のペグを「見比べて」、複数のペグから「選択する」学習。 

 

   ※提示の数に注意：パターン弁別では最大６種程度を行えたとしても、対応弁別の段階に進む場合は、難易度が上
がるため、多くても３種から行うとよい。 

 

【型はめ】の段階 

１）パターン弁別（見分け/二項） 

２）対応弁別（見分け/選択/二項） 

３）指差し対応弁別（他者指差しの意図理解/応答の選択/三項） 

４）対応弁別ポインティング（他者提示の意図理解/応答の指差し表出/三項） 

５）指差しー指差し対応弁別（他者指差しの意図理解/応答の指差し表出/三項） 

Ｔ Ｓ 

Ｔ Ｓ 



 

３）指差し対応弁別：Ｔが指差しした枠に応じたペグをはめる。この弁別では、「指差しの意図理解」「他

者の関わりに対しての応答性」の学習になる。この段階から型はめ教材を通したコ

ミュニケーションの基礎の学習の要素が多分に入ってくる。 

 

   ※活動中の子どもの動きに注意：前段階も同様だが、より「静観性」が求められる課題になる。教材提示の際にすぐ
に手が出る場合は、静観性が弱いと言える。教材の提示後にＴの指差し指示まで
静観することで、Ｔの意図を理解して活動に取り組むことができる。 

   ※三項関係：この段階から「教材とＳとＴ」との三項関係が成立してくる。二項関係から三項関係は、大きな飛躍とな
るため、難易度がより高くなる。 

 

 ４）対応弁別ポインティング：Ｔがペグを提示し、それを見たＳは対応した枠を指さす。正解であればＴは

ペグを子どもに渡して、ペグをはめる。指差しの意図理解ができたＳが、実際

に応答しながら指差しをすることが学習の中心となる。 

 

※なぜ最後にわざわざはめる？：型はめにおける「はめる」は、「運動的な終点」と言い換えられる。授業や活動にお
いて「終わりは分かり易く」とよく言われるが、その中で最も分かり易い終わりは
「運動的な終点」となる（cf「視覚的終点」：スケジュールボードを外していく、「聴
覚的な終点」：曲の終わり）。 

 

 ５）指差しー指差し対応弁別：複数のペグから T が一つを指さし、それに応じた枠を S が指をさす。正解

であればペグを渡して、ペグをはめる。 

 

   ※その他：T の視線の意図に応じる「視線の意図理解」や、T の言葉を理解して応じる「名詞理解」による型はめも
行えるため、子どもの実態や課題に応じた提示を行うとよい。 

Ｔ Ｓ 

Ｔ Ｓ 

Ｔ Ｓ 



★パターン弁別の手前の段階 ～教材をかえながら、運動的手掛かりをもとに試行錯誤を増やしていく～ 

１）円の型はめ：まずは位置や方向に関係なくはめられる「円」の型はめを行う。この段階では➀「はめる」手の操作

性、②終点理解をねらう。 この前段の手の操作として、「すべらす」操作を引き出すスライディング教

材が挙げられる。 

 

 

２）角のある型はめ：位置や方向がある程度決まっており、運動的手掛かり（うまくはまらない、枠に引っかかる）をもと

に試行錯誤する（ペグを回す、両手ではめる等）ことをねらう。運動が先行しながらも、試行錯誤

中に、視線が少しでも向くようになってくるとよい。 

写真では生活物を使用しているが、正方形、長方形、三角形等、図形を用いると難易度の調整

がわかりやすい。生活物になると物によっては形が複雑になり、位置や方向/手指の調整の難易

度がかなり高くなる。下記右の写真は「メガネ」の型はめになる（大人でも両手を使ってはめて

いる）。 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



★ペグを提示する位置や順序 ～対応弁別２種での場合～ 

１）正解のペグを「利き手側後出し」：ペグの位置は利き手側の方が手を出しやすく、順序は後出しの方に意識が向き
やすい。そのため、弁別課題をやり始める場合には、この提示から行う。以降、
段階を参考に提示方法をかえていく。 

          

➀不正解を逆手側先出しする            ➁正解を利き手側後出しする 

※写真は子どもが右利きと想定。 

 

２）正解のペグを「利き手側先出し」 

          

 ➀正解を利き手側先出しする             ➁不正解を逆手側後出しする 

 

３）正解のペグを「逆手側後出し」 

          

 ➀不正解を利き手側先出しする            ➁正解を逆手側後出しする 

 

４）正解のペグを「利き手側同時出し」→「逆手側同時出し」 

          

 正解を利き手側同時出しする               正解を逆手側同時出しする 

 

 

 



★視知覚弁別教材の終点の段階 

 子どもにとって「終わりが分かる」ことは、とても重要で、終点（終わり）の理解は大切な学びの一つである。使用する教
材によっても終点理解の難易度がかわるため、教材選びの際の一つのポイントとしておさえておきたい。 

１）はめこみ終点：はまるかどうかという運動的手掛かりがあるため、最も終点が分かり易い。 

  

 

２）重ねる終点：はめこみ終点よりも視覚的手掛かりの要素が高くなる。同じ重ねる終点でも、下記の様

に教材によって「視覚的手掛かり＞運動的手掛かり」のバランスがかわってくる。 

【凸マッチング】重ねる部分が凸状になっているため、手で触れながら（運動的手掛かり）重ねることができる。 

  

【平面マッチング】重ねる部分が平面になっているため、視覚的手掛かりで重ねる。 

  

 

３）置く/分ける終点：ボックスやトレー：前の段階までは、「ピタッとはまる/ピタッと重なる」などの明確な

終点となるが、この段階では、「物がこのボックス（場所）に移動

すると終わり」となる。更に発展していくと、コミュニケーションの

要素を取り入れて、Ｔに渡すことを終点とすることができる。 

  



★参考：ことばに向かうステップ ～かかわる範囲が拡がる～ 

★想像、イメージできる範囲（経験を踏まえて/言葉で学ぶ、考える） 
  ～概念化（象徴機能）の水準に入ると、経験を踏まえて言葉で考えて学ぶことができる 

★想像、イメージできる範囲（今ここを中心に/言葉を学ぶ、使う） 
～今あることをヒントにして、イメージしたり想像したりする範囲で関われる 

★見える範囲、聞こえる範囲（モノにかかわる→人に応じることへ） 

～見える/聞こえる範囲に入ったモノだけに関われる 
→視知覚/聴知覚が育っていくと、見分ける/見比べることで広がる 

★ふれられる範囲（感覚を通して理解する、モノにかかわる） 

～直接自分の身体に触れられる範囲で関われる 
→感覚受容が高まりモノに関わる力が育ってくると、手が伸びてモノに関われる 

 
 

※今回の型はめの使用例では、主に上から３つ目の段階の内容となる 
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型はめ奥深し！まさに「たかが型はめ、されど型はめ」だよ！ 

教材ひとつにどれだけのねらいを持てるかは、先生方の腕次第！教材の使い方

上手を目指そう！ 


